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Abstract

　The　durab且ity　of　a　concrete　structure　is㎞proved　when　cracks　in　the　concrete　are　dispersed　and　their

widths　are　reduced．　The　fiber　reinforcement　sheet　is　one　of　technology　dispersing　a　crack．　Also，　it　is　well

known　that　more　reinforcement　rebar（called　cracks　control　rebar）disperse　the　crack　more．　However，　it

isn’t　clear　the　ultimate　bending　and／or　shear　strength　of　the　member　reinforced　by　such　rehlfbrcement

materials．　Here，　the　ultimate　strength　and　fracture　state　of　such　member　was　observed　by　a　bending　test．

In　this　stUdy，　seven　types　of　specimens　reinfbrced　by　glass　fiber　sheets　or　by　crack　control　rebar　were

tested、　In　this　condition，　the　increase血the　ultimate　strength　of　the　member　by　a　reinfbrcing　material　was

confhmed。　In　addition，　the　accuracy　of　the　equation　fbr　the　ultimate　strength　ofthe　member　reinfbrced　l）y

glass　fiber　sheets　was　confirmed．
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1．序論

近年，鉄筋コンクリート構造物の長寿命化が重視さ

れている現状にあって，鉄筋コンクリート構造物に発

生するひび割れが問題となっている．コンクリートの

性質上，避けられない収縮ひび割れは鉄筋コンクリー

ト構造物の耐久1生に大きな影響を与える．実際の構造

物において，梁は両端を柱によって固定されている．

そのため，コンクリートは自己収縮により，部材に軸

方向引張力が作用し，コンクリートの伸び能力を超え

るとひび割れが発生する．また，構造物における外部

拘束による温度ひび割れに関しても，打設後3～4日の

うちに発生するため，これも解決が難しいとされてい

る．これらに対して考えられているひび割れ対策の中

には，あえて構造的に無害なひび割れを発生させよう

とする技術が考えられている．例えば，繊維補強シー

トを用いて，ひび割れを分散させたりする技術である

が，ひび割れを分散させることによって，無害なもの

として，コンクリート構造物の耐久性を向上させるの

である1）・2）．最近では繊維の中でも比較的安価であるガ

ラス繊維が使用されることが多く，コンクリートの内

部に設置しても問題のないように耐アルカリ性のガラ

ス繊維が開発され，ひび割れ分散の目的で，より一層

の実用化が進んでいる．しかし，これらの繊維などの

補強材の曲げ，せん断に対する抵抗力は，これを定量

的に表現する手法が確立されていない．

　このような背景のもと，本研究では打設をしてから3

日経った梁部材（鉄筋コンクリート棒部材）を対象とし

た直接引張試験を行い，補強材によってひび割れを分

散させた梁で曲げ試験を実施し，その曲げ，せん断耐

力について確認した．また，今回使用した補強材が算

定式に適応できるかについても検証した．
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